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広域防災部会
令和７年度の取組（予定）連携テーマ

・災害関連情報を共有するスキームの検討の継続

・支援・受援マニュアル等について、「南海トラフ地震における応急対策職
員派遣制度アクションプラン」、南海トラフ地震対策、中国５県共同防災訓
練の評価・意見等を踏まえ、見直しを実施

・広域物資輸送拠点開設等訓練の実施等を通じ、民間施設を活用した拠
点施設運営マニュアル作成など、広域物資輸送拠点としての活用の実効
性を高める取組の検討の継続

・広域避難体制の検討の継続

・関西広域連合との情報交換の継続

大規模広域的災
害発生時の連携
と調整等WG
(岡山県・広島県・
山口県)

・中国５県共同防災訓練（オンライン）の実施

・各県訓練・研修の相互参観・参加の継続

防災訓練・人材育
成WG
(鳥取県・広島県)

・島根原発の状況、原子力防災に関する取組状況及び島根地域原子力防
災協議会に関する情報の提供

・情報共有体制の継続

原子力災害を想
定した連携と調整
等WG
(島根県) 1



林野火災は初期段階での早期の封じ込めが重要であることから、以下について改
めて申し合わせたい。
●被災県からの支援要請がない段階は、会長県が情報収集し、ブロック内各県に早期に情報共有

●「中国５県災害等発生時の広域支援に関する協定に基づく支援・受援マニュアル」により、速やかに
広域支援体制を確立

広域防災部会

⑤状況報告
（自県だけで対応可能との報告）

支援担当県
中国ブロック

会長県

①
支
援
要
請

②
連
絡
員
の
派
遣

③
状
況
報
告

連絡員

ブロック内
各県

被災県（災害対策本部）

（追加支援要請）

⑥支援の実行
（人的・物的支援、広域避難）

③状況報告

（追加の支援実施）

(

追
加
支
援
要
請)

④
⑦
情
報
提
供

被災市町村

被災地消防本部

災害発生

連絡調整

自衛隊・消防庁

火災状況等
情報提供

（状況に応じ、災害派遣要請・
広域航空消防応援等）

＜カウンターパート制＞

※「中国５県災害等発生時の広域支援に関する協定に基づく
支援・受援マニュアル(令和７年５月)」P9の図に一部加筆
（被災市町村、被災地消防本部、自衛隊、消防庁、⓪の部分）

・火災現場が消防車両が入れない山中の場合もあることから、
中国五県消防防災ヘリコプター相互応援協定により、早期に
防災ヘリによる空中消火を実施
（各県航空センターで出動できる防災ヘリ情報は共有済）

・鎮圧の目途が立たない場合は、広域航空消防応援（消防庁）
や災害派遣要請（自衛隊）を即座に検討

林野火災の広域支援スキーム

⓪
情
報
共
有⓪情報収集・

連絡調整
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■テーマ毎の進捗状況

スギ・ヒノキ花粉症対策部会
■連携テーマ

① 中国地方連絡会議の開催

② 苗木等の相互融通と植替えの促進

③ ヒノキに関する調査研究

④ 普及啓発活動

連携テーマ 目　標 令和6(2024)年度実績 令和7(2025)年度計画

①
スギ・ヒノキ花粉症対策推進
中国地方連絡会議の開催

・連絡会議の開催（年1～2回）
・２回開催
・少花粉苗木等生産技術の向上につい
て情報交換及び課題の共有

・２回開催
・少花粉苗木等生産技術の向上につ
いて情報交換及び課題の共有

②
少花粉スギ・ヒノキ苗木等の
相互融通と植替えの促進

・中国５県トータルで植替えに使
  用する少花粉スギ苗木の割合
  令和7(2025)年度に50％
  （少花粉スギ苗木580,000本
             /スギ全体1,161,000本）

・植替えに使用する
　少花粉スギ苗木の割合　39％
 (少花粉スギ苗木   469,257本
           /スギ全体1,205,232本)
・少花粉苗木等の相互融通

・植替えに使用する
　少花粉スギ苗木の割合　50％
 (少花粉スギ苗木 580,000本
　　　　/スギ全体1,161,000本)

・少花粉苗木等の相互融通

③
ヒノキ特定母樹の少花粉品種
に関する調査研究

・調査研究結果の情報共有 ・調査研究の情報共有 ・調査研究の情報共有

④
少花粉スギ・ヒノキ等に関す
る普及啓発活動

・リーフレットの配布等
・普及啓発用エコバックの作成・配布 ・普及啓発物品の作成・配布
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スギ・ヒノキ花粉症対策部会
■植替えの促進（少花粉スギ）

中国５県トータルで植替えに使用する少花粉スギ苗木の割合を
令和７(2025)年度に５０％とする。

［参考数値］令和７(2025)年度の少花粉スギ苗木の植栽計画本数 ５８０，０００本
※ただし、計画本数は今後の苗木の需給動向により随時見直す。

■中国５県トータルの計画・実績
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中国５県少花粉スギ苗木による植替えの計画・実績
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《野生イノシシ（豚熱対策）》

野生イノシシ対策行動指針に基づき、広域連携体制を構築

情報交換会を核として、５県が連携した対策を実施中

野生イノシシ、ニホンジカ、カワウに係る広域連携体制の構築
〔取組の方向〕 ①生息状況の情報共有 ②捕獲、被害対策の取組状況の情報交換 ③広域的な取組方針の検討

有害鳥獣対策部会
連携テーマ

取組内容

取組体制

(1) 野生イノシシの養豚場への侵入防止対策強化
全農場で侵入防止柵を設置。飼養衛生管理基準の遵守徹底を指導。
養豚場周辺で経口ワクチンを散布し、環境中濃度の低減を図る。

(2) 捕獲対策の強化
通年での有害捕獲体制を一層強化
豚熱まん延防止のため、５県で捕獲強化の継続

(3) 野生イノシシにおける拡散防止対策
経口ワクチン散布、野生イノシシのモニタリング強化
ジビエ処理施設や捕獲現場等での指導、防疫対策への協力依頼
レクリエーション等で山に入る県民への周知、協力依頼

(4) 中国５県での豚熱等に係る情報交換会（R７年８月７日開催）

侵入防止対策の徹底と防疫・捕獲対策に係る情報共有
農林水産省や専門家によるイノシシ対策の助言等
効果的な経口ワクチン散布のための情報共有
アフリカ豚熱発生に備えた防疫体制整備に係る課題検討

広域的な取組方針取組主体獣種
中国５県豚熱等に係る野生イノシシ対策行動指針（R2.12
改訂）

中国５県豚熱等に係るイノシシ検討
会

野生イノシ
シ

中国５県ニホンジカ広域管理方針（H31.3）中国５県ニホンジカ対策連絡会ニホンジカ
中国５県カワウ広域管理方針（H31.3）中国５県カワウ対策連絡会カワウ

全国40都府県で野生イノシシの感染確認
○中国５県全県で感染を確認。各県で感染確認区
域が拡大。

〇現在、北海道を除く４６都府県で飼養豚へのワク
チン接種を実施。

○各県における豚熱ウイルスのモニタリング対策強
化及び野生イノシシ対策、飼養豚での発生に備え
た５県での情報共有及び連携の強化。

【豚熱発生状況】令和７年6月末時点
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《ニホンジカ》
（１）広域的な生息状況の共有

● 最新の調査結果を共有し、生息状況を把握

・中国５県の生息域は拡大も、一部地域では生息数が減少又は

増加率が顕著に鈍化【鳥取(東部)・岡山・島根（北部） ：減少】

・捕獲強化を継続し、捕獲数は増加したが、中国地方全体では

個体数の減少に至らず、一層の捕獲強化が必要

（２）捕獲強化の取組
●狩猟期前の捕獲強化月間（１０月）を継続実施【鳥取・岡山・山口】

・令和６年度の捕獲数は、鳥取・岡山は前年並、山口は増加

（３）生息動向を踏まえた地域別対策
●県境域や分布拡大地域等を踏まえた捕獲強化を継続

・指定管理鳥獣捕獲等事業、広域捕獲活動支援事業、シカ特別

対策を実施【鳥取、島根、広島、山口】

●連絡会議等での県境地域における

情報共有推進【鳥取・岡山、島根・広島】

●鳥獣被害対策支援を行う中間支援組織

「tegos」の活動が10市町に拡大【広島】

●捕獲から処理・活用までを検討する協議

会を設置し、対策を強化、拡大【鳥取】

（４）人材育成
●捕獲技術向上の研修会を継続【中国５県】

●兵庫県との捕獲技術向上合同研修会を継続【鳥取・岡山】

有害鳥獣対策部会

（参考）ツキノワグマ
●中国５県で市町村別の捕獲・目撃情報の共有と、市町村への情報発信を継続中
●東中国地域個体群（兵庫、鳥取、岡山）と西中国個体群（島根、広島、山口）における広域連携による個体群管理を実施
●鳥獣保護管理法の改正※（緊急銃猟）に対応した体制整備に関する情報共有 ※令和7年9月1日施行

くくりわな講習会（広島県）

《カワウ》

（１）「被害防除強化期間」（年３回）の取組

● 「被害防除強化期間」として設定した、アユの「遡上」、「放流」、
「産卵及び盛漁期」の期間中に一級河川等での対策を継続

【実施状況】〔期間〕令和７年３月～７月（遡上、放流）

〔内容〕追払い：２５水系、 テグス張等：２２水系

※「産卵及び盛漁期」においても今後実施予定

（２）個体群管理の取組
●ドライアイスによる繁殖抑制を継続

【中海（環境省・鳥取・島根） 、広島】

●銃器による捕獲を継続 【岡山、山口】

●コロニー対策として営巣木の枝打ち

を実施 【岡山】

●ねぐら・コロニーにおける対策

（ひも・テープ張り）を継続 【岡山、広島】

●ねぐら・コロニー等の営巣場所の利用状況、個体数等の調査を
継続 【鳥取、島根、岡山、広島、山口】

（３）中国５県における情報共有
●中国四国カワウ広域協議会（環境省主催）、中国５県カワウ対
策連絡会により、最新の情報を共有

・生息域（ねぐら・コロニー分布状況図の更新）

・各県で行う取組（個体群管理の取組等）

ドライアイスによる繁殖抑制
島根県中海・続島
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中山間地域振興部会
令和７年度事業

共同事業
１ 中国５県地域おこし協力隊研修会（担当県︓山口県）
（１）概 要︓中国地方で活動する「地域おこし協力隊」を対象とした５県共同研修会を開催し、スキルの

向上、ネットワーク化を図る。
（２）時 期︓令和7年9月5日（山口県山口市にて対面開催）
（３）内 容︓「協力隊的起業・就業のリアル」をテーマに、各県の協力隊経験者を登壇者として、活動紹

介やパネルディスカッション、ワークショップを実施

２ 政策研究会
（１）概 要︓各県での取組成果や工夫など、担当者同士の情報交換の場を設定することで、相互の業務

の参考とする。
（２）時 期︓令和7年８月27日（担当者会議と併せてオンライン開催）
（３）内 容︓「特定地域づくり事業協同組合制度の活用促進」及び「中山間地域における持続可能なビジ

ネスモデルの構築」をテーマとして意見交換等を実施。

３ 中山間地域対策担当職員スキルアップ研修会(担当県︓鳥取県）
（１）概 要︓中国地方の中山間地域対策を担当する県職員、市町村職員、その他関係機関等職員を対象

としたスキルアップ研修会を開催し、地域支援に関する知識・ノウハウの習得を図る。
（２）時 期︓令和８年１月頃
（３）内 容︓未定（伴走支援や共助をテーマとした研修を予定）
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③日本海沿岸ルート
鳥取砂丘～境港～江津～益田～津和野～萩～下関

鳥取・島根・山口

①やまなみ・しまなみルート
大山～中海～やまなみ街道～しまなみ海道

鳥取・島根・広島・愛媛

１ 広域推奨ルート・コースの選定
各県をまたぐルートの調整等について継続検討

するほか、推奨エリア内のコースのPRを進める。

しまなみ海道、倉敷・玉野シーサイドルート、サザンセトオレンジ海道 等せとうちエリア

鳥取うみなみロード、中海周遊コース、角島ブルーオーシャン海道 等日本海エリア

ツール・ド・大山ルート、蒜山高原自転車道ルート、秋吉台グリーンカルスト街道 等中国山地エリア

鳥取・岡山・香川

②日本海・瀬戸内ルート

鳥取市～鏡野町～香川県

≪目指す姿≫
中国地方及び四国地方が国内外から何度も走りに行きたくなる魅力的なｻｲｸﾘﾝｸﾞｴﾘｱとなっていること。

≪目指す姿の実現に向けた取組≫
①広域推奨ルート・推奨エリアの選定 ②サイクリストの受入環境の整備 ③情報発信に係る連携

サイクリング部会
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２ 誘客促進・情報発信に係る連携 （R７年度の取組）

サイクリング部会

〇サイクルイベントへの出展 【情報発信】

〇中国地方５県のサイクリングを通した魅力を発信【誘客促進・情報発信】

中国地方５県でのブースに、各県のパンフレットやサイクリングマップ等を配布して、

情報発信を実施。

・ イベント名：サイクルモードRIDE大阪
（昨年度開催地：大阪府吹田市「万博記念公園」）

・ 実施日：令和８年３月上旬開催予定
・ 昨年度来場者数：13,614人／２日間

・ 内容：サイクリングを楽しむライト層へのアプローチを強化するため、各県のサイ
クリングコース、 観光スポット、ご当地グルメやレンタサイクルの情報 など、訪問
時に気軽にサイクリングを楽しむための情報について、旅行系動画クリエイター
を使って発信する。

Webメディアの活用により、各県を訪れた方が気軽にサイクリングを楽しむための

中国地方５県の魅力発信を行い、誘客に繋げる。

〇サイクリングマップの改訂【情報発信】

・ 内容：令和５年度に改訂した中国５県サイクリングマップの掲載情報を更新する。
・ 言語：日本語、英語、繁体字、簡体字

サイクリングコース及び観光スポットを紹介するサイクリングマップの改訂を行う。
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○商談会の共同開催

・中国ブロック合同広域商談会
R7.10.28：山口市で開催予定
主催：（公財）やまぐち産業振興財団ほか

○商談会・展示会等の他県の参加促進
・中四国環境ビジネスネット（B-net）フォーラム
主催：岡山県（時期未定）

（１）ビジネスマッチング・商談会の共同実施・連携・相
互参加

取組状況（予定を含む）

（３）公設試験研究機関の連携強化

地域産業振興部会

（２）研究会・研修会の共同実施・相互参加

○研究会・研修会等について他県を含め案内

○人材交流
・中国・四国地域公設試験研究機関研究者合同研修会
（R7.10.16～17［岡山県工業技術センター］（岡山市））

○連携会議
・中国四国地方公設試験研究機関企画担当者会議

主催：岡山県工業技術センター（時期未定）
・中国四国地方公設試験研究機関共同研究（精密機械分野）

推進協議会
主催：広島県立総合技術研究所東部工業技術センター

（時期未定）
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中国ブロック合同商談会や展示会出展企業

交流会の継続開催

（１）ビジネスマッチング・商談会の共同実施・
連携・相互参加

新たな目標や課題

中国５県の連携による
地域産業の振興

商談会等の
共同実施

公設試の
連携強化

研修会等の
相互参加

（３）公設試験研究機関の連携強化

中国知事会から発足した公設試験研究機関
の連携会議

（２）研究会・研修会の共同実施・相互参加

各県単独実施の研究会・研修会等について、
他県を含め案内

各県単独実施の商談会・展示会等の他県の
参加促進

公設試験研究機関の人材交流

公設試験研究機関の連携会議

地域産業振興部会
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検討結果リーダー県システム（ＷＧ）等

次期調達に向けて検討を継続島根県セキュリティクラウド ※

次期調達に向けて検討を継続広島県統合宛名 ※

統一化困難山口県地方公会計

統一化困難山口県校務支援

統一化困難山口県震度情報

統一化困難島根県道路情報

統一化困難広島県砂防情報

統一化困難山口県水防関連・土木防災

統一化困難山口県公共工事積算

教師データを共有し、R4にシス
テム構築。R5から山口県で運用
開始。（共同利用、仕様提供可）

山口県
ＡＩによる橋梁インフラ点検・
診断に伴う教師データの共有

R4共通仕様書の作成
R7広島県・鳥取県で共同運用開始

広島県
防災情報システム（ＷＴ）
※R3追加設置

広域デジタル部会
連携テーマ 広域でのデジタル・ガバメント推進による、住民サービス向上と業務の効率化

今後の取組
セキュリティクラウド、統合宛名に関して、国の取組や各県の検討状況等を
踏まえ、部会としての対応を検討

各ＷＧでの
議論を踏まえ、
R４年度末
に検討結果
をとりまとめ
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広域デジタル部会
（参考）個別の取組

１．セキュリティクラウド

（国の動き）
国・地方ネットワークの将来像及び実現シナリオに関する検討会」（R6.5） において、２０３

０年頃のネットワークの将来像の実現に向けた、検証等を実施している。

（今後の予定）
・ R7 全国７か所で検証事業実施（GSS方式・自治体提案方式）
・ 検証事業と並行して、国において費用対効果を踏まえた実現方法等を検討。
・ 新たなネットワークへの移行は、分散・段階的に実施。

⇒この動向を注視し、今後の対応を検討。

２．統合宛名

（現状）
人件費の上昇や機材費の高騰などの影響により、統合宛名システムの更改費用が大幅

増となる見込みであることなどを受け、島根県・山口県は、広島県・岡山県・鳥取県が共同
調達・運用しているシステムへの参加を検討。

（具体的な検討状況）

・ R7.5 番号制度・団体内統合宛名システム共同化推進協議会（R7 第１回会議）

・ R7.7 共同調達・運用に係る情報提供依頼（RFI）の実施

⇒今後、RFIの結果を踏まえて、共同調達・運用への参加を検討・決定。
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